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間仕切りも無く、集団の共同生活
で特に困るのがプライバシーの
確保、日常生活の安心対策です。

上下水道が破損し既存のトイレ
が使用不能になった場合の環境
を清潔に保つ運用が必要となり
ます。

災害発生直後、困難な状況下で
の救助作業では、専門の用具が
住民の生命を守る手立てとなり
ます。

電柱の倒壊や道路の破損、被害
地域のダメージ回復工事のため
には多様な用具の準備が不可欠
です。

復旧工事には保護具着用の義務
があり、現場で動きやすい服装や
装備が有効です。

被災後、多くの火災が発生し二次
被害が最初の火災よりも大きくな
るのを初期鎮火で防止します。

地域での長期にわたる電気、ガス、
水道のストップ時に自給自足の
便利グッズが活躍します。

河川の氾濫や高潮、土砂崩れに
対する備えで風水害のダメージ
を最小限におさえます。

地域防災の備えとして、消耗品や
救命用具を保管備蓄するには
倉庫の常設が必要です。

プライバシー トイレ

救助救命 復旧

火災 ライフライン対策 強風・水害対策

防災倉庫

作業服

関連商品情報はこちら ▶ 38、44P 関連商品情報はこちら ▶ 31～33P

関連商品情報はこちら ▶ 45P 関連商品情報はこちら ▶ 12、13P

関連商品情報はこちら ▶ 9P 関連商品情報はこちら ▶ 14～17P 関連商品情報はこちら ▶ 11、12P

令和3年版国土交通省白書では「危機を乗り越え豊かな未来へ」がスローガンになりました。
増大する災害危険の中で住民の皆様のくらしを守るため、統合的な防災・減災対策実現の
インフラ構築が各地方自治体に求められています。

　　　

今後、築50年以上という施設
の老朽化がより加速的に増加して
ゆく見込みです。インフラ機能を失わな
いように維持管理や更新に努めることが
大事です。インフラの劣化や利用する状
況への見極めを普段から行い、”事後”
ではなく”予防”の観点からの保全
計画を実行していきましょう。

老朽化対策
　　　

様々な被災状況下において迅速
で安全な避難活動を行うには、常日頃
からの準備や整備が欠かせません。ハザード
マップを作成し災害リスクの可能性を探った
上での自治体としての態勢強化がいざという時
に役立ちます。避難所の運営に際しましても衛
生管理や、感染症のための換気機能の導入
など、避難民の皆様が安心して過ごせる
環境作りが肝要です。

避難の安全

　　　

被災直後には救助や避難
活動のために寸断された道路の
緊急修復を施し交通路の確保が
必要となります。その後も早期の
復旧・復興を推進していくには、
道路ネットワークの保全が
重要課題です。

交通機能 　　

ゲリラ豪雨などによる水災害リ
スクの増大化への対応策として集水
域や河川区域のみならず、想定される氾
濫域も含めて一つの流域と捉えて全体で
治水対策を施し、氾濫の被害を最小限に
抑える予防対策が大事です。砂防や排
水の準備を行って洪水時の水位を
下げることが原則目標です。

治水対策

特集１ 自治体での防災対策！特集１ 自治体での防災対策！

地域防災とインフラ 災害全般についての対応
自然災害は時に想定の範囲を超えた脅威となって発生してきます。しかし、事前に十全な予防を
行っていくことにより被害を最小に抑えることは可能です。また被災後の適切な対応によって
復旧・復興の時期を早めることも可能です。住民の皆様のくらしのために多岐にわたる災害対策
が重要です。

関連商品情報はこちら 
▶ 31～36、43、44P

関連商品情報はこちら 
▶ 11P

CMYK カインズ様 防災カタログ　357684-001


